
健
康
部
長

年
内
に
ア
ド
バ
イ

ザ
リ
ー
業
務
が
始
ま
り
、
並
行

し
て
既
存
建
造
物
の
解
体
設
計
、

家
屋
調
査
を
経
て
解
体
工
事
を

行
う
。
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
業
務

は
平
成
三
十
一
年
度
末
ま
で
に

は
終
了
し
、
平
成
三
十
二
年
度

に
は
設
計
施
工
業
者
と
の
契
約

を
行
い
、
平
成
三
十
五
年
度
中

に
は
完
成
す
る
よ
う
に
整
備
を

進
め
て
行
く
。

―
災
害
廃
棄
物
処
理
の

検
討
状
況
に
つ
い
て
―

問

今
年
の
六
月
二
十
八
日
か

ら
七
月
八
日
に
か
け
て
西
日
本

を
中
心
に
記
録
的
な
大
雨
が
降

り
、
甚
大
な
被
害
が
も
た
ら
さ

れ
た
。
被
災
さ
れ
た
方
々
の
生

活
再
建
を
遅
ら
せ
て
い
る
原
因

の
一
つ
と
し
て
、
災
害
廃
棄
物

の
処
理
に
関
す
る
問
題
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
被
災
し
た
市
区

町
村
に
は
、
予
め
災
害
が
原
因

と
な
っ
て
発
生
す
る
廃
棄
物
の

仮
置
場
の
確
保
や
、
運
用
に
つ

い
て
定
め
た
災
害
廃
棄
物
処
理

計
画
が
策
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、

計
画
を
策
定
し
て
い
て
も
、
仮

置
場
の
場
所
や
運
用
方
法
な
ど

の
具
体
的
な
こ
と
は
定
め
て
い

な
か
っ
た
と
仄
聞
し
て
い
る
。

本
市
で
は
、
災
害
対
策
基
本
法

第
四
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、

東
大
阪
市
地
域
防
災
計
画
を
策

定
し
て
い
る
。
そ
の
計
画
第
八

節
に
は
、
災
害
廃
棄
物
処
理
の

実
行
計
画
に
つ
い
て
の
記
述
が

あ
る
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う

な
運
用
を
想
定
し
て
い
る
の
か
、

当
局
の
見
解
を
問
う
。

環
境
部
長

現
状
で
は
、
公
有

の
遊
休
地
や
公
園
等
の
オ
ー
プ

ン
ス
ペ
ー
ス
を
仮
置
場
と
し
て

想
定
し
て
い
る
が
、
策
定
を
進

め
て
い
る
災
害
廃
棄
物
処
理
計

画
に
お
い
て
、
仮
置
場
の
選
定

基
準
や
運
用
の
方
法
等
、
災
害

廃
棄
物
の
具
体
的
な
処
理
方
法

に
つ
い
て
検
討
す
る
。

―
自
主
防
災
組
織
運
営
補
助
金

に
つ
い
て
―

問

宮
城
県
石
巻
市
等
に
て
、

震
災
復
興
の
取
り
組
み
と
防
災

減
災
対
策
に
つ
い
て
視
察
し
て

き
た
。
行
政
に
よ
る
災
害
対
応

に
は
限
界
が
あ
り
、
市
民
、
事

業
者
及
び
市
が
相
互
に
連
携
し
、

協
力
し
合
い
、
災
害
対
策
に
取

り
組
む
こ
と
が
必
要
不
可
欠
と

認
識
し
、
防
災
基
本
条
例
が
制

定
さ
れ
た
。
本
市
で
は
、
自
主

防
災
組
織
運
営
補
助
金
が
毎
年

度
三
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
活

動
の
内
容
は
地
域
に
よ
っ
て

様
々
と
聞
い
て
い
る
。
先
日
の

台
風
二
十
一
号
の
折
も
、
風
害

や
停
電
の
被
害
が
多
数
あ
る
中
、

地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
り
避

難
案
内
、
安
否
確
認
、
災
害
ご

み
の
後
片
付
け
な
ど
が
行
わ
れ

た
。
こ
れ
か
ら
益
々
、
自
主
防

災
組
織
の
強
化
が
重
要
と
な
り
、

そ
の
こ
と
に
よ
り
行
政
の
役
割

も
本
来
す
べ
き
取
り
組
み
に
集

中
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
防
災

活
動
を
促
し
、
多
く
の
取
り
組

み
に
活
か
せ
る
補
助
制
度
に
見

直
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

危
機
管
理
監

次
年
度
よ
り
活

動
補
助
金
と
す
る
こ
と
で
、
自

主
防
災
会
組
織
連
絡
会
会
長
及

び
自
治
協
議
会
防
災
対
策
部
会

会
長
と
も
調
整
を
進
め
て
い
る
。

地
域
の
皆
様
の
防
災
活
動
に
対

し
て
、
よ
り
有
効
な
支
援
が
可

能
と
な
る
よ
う
次
年
度
に
向
け
、

補
助
の
増
額
を
要
望
し
て
い
く
。

―
Ｒ
Ｗ
Ｃ
大
会
中
の

市
域
活
性
化
つ
い
て
―

問

こ
れ
ま
で
商
店
街
な
ど
で

定
期
的
に
開
催
さ
れ
て
い
る
、

気
軽
に
食
事
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
楽
し
む
事
が
で
き
る

バ
ル
の
取
り
組
み
や
新
た
な
観

光
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
準
備
し
、
大

会
開
催
時
に
は
試
合
に
合
わ
せ

て
市
域
全
体
で
同
時
開
催
、
そ

れ
ぞ
れ
の
お
店
で
ラ
イ
ブ
中
継

し
て
頂
く
な
ど
、
東
大
阪
に
来

れ
ば
何
か
あ
る
と
の
機
運
づ
く

り
が
必
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
体

験
型
観
光
、
ス
ポ
ー
ツ
観
光
、

文
化
・
下
町
観
光
な
ど
東
大
阪

の
魅
力
を
市
民
や
訪
れ
た
方
が

簡
単
に
検
索
で
き
る
仕
組
み
が

必
要
だ
と
考
え
る
。
そ
の
上
で
、

昨
年
実
施
し
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
位
置
情
報
機
能
を
使
い
、

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
よ
う
に
目

的
地
を
訪
ね
歩
く
ゲ
ー
ム
・
イ

ン
グ
レ
ス
な
ど
の
取
り
組
み
も

検
討
す
べ
き
と
考
え
る
。
ど
の

よ
う
に
市
域
全
体
の
活
性
化
に

繋
げ
よ
う
と
す
る
の
か
答
え
よ
。

経
営
企
画
部
長

イ
ン
グ
レ
ス

の
イ
ベ
ン
ト
は
提
供
元
と
の
調

整
が
必
要
で
あ
る
が
、
花
園
ラ

グ
ビ
ー
場
へ
の
来
訪
者
が
市
内

を
回
遊
す
る
仕
組
み
作
り
に
努

め
て
い
く
。

―
小
学
校
の
エ
ア
コ
ン

早
期
実
現
に
つ
い
て
―

問

本
年
、
大
阪
で
は
七
月
十

四
日
か
ら
三
十
五
℃
を
超
え
る

猛
暑
日
が
続
い
た
。
こ
の
状
況

を
受
け
、
わ
が
党
議
員
団
で
八

月
六
日
に
エ
ア
コ
ン
設
置
の
早

期
実
現
の
緊
急
要
望
を
行
っ
た
。

明
年
の
夏
休
み
の
期
間
で
の
設

置
計
画
が
進
む
中
で
、
七
月
中

旬
に
入
札
公
告
を
行
い
、
工
期

等
の
条
件
も
発
表
さ
れ
た
。
小

学
校
の
普
通
教
室
へ
の
エ
ア
コ

ン
設
置
は
、
多
く
の
市
民
か
ら

一
日
も
早
い
実
現
が
望
ま
れ
て

い
る
。
今
後
、
工
事
を
行
う
事

業
者
と
連
携
し
、
夏
休
み
を
前

倒
し
し
て
工
事
を
行
う
な
ど
可

能
な
限
り
早
期
実
現
を
検
討
す

べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

教
育
総
務
部
長

本
年
七
月
十

三
日
に
入
札
公
告
等
の
公
表
を

行
っ
て
お
り
、入
札
説
明
書
等
に

示
し
て
い
る
設
計
・
施
工
・
維
持

管
理
の
各
業
務
の
事
業
期
間
や

期
限
な
ど
、
事
業
ス
キ
ー
ム
の

今
か
ら
の
変
更
は
極
め
て
困
難

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の

中
、
今
後
ど
の
よ
う
な
対
策
を

と
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
検
討

を
進
め
、
事
業
者
が
決
定
し
た

後
、検
討
し
た
対
策
に
つ
い
て
事

業
者
と
協
議
、
調
整
し
て
い
く
。

―
防
災
対
策
と
避
難
所
運
営
に

つ
い
て
―

問

台
風
二
十
一
号
で
は
、
市

内
七
十
七
か
所
の
避
難
所
が
開

設
し
、
延
べ
七
百
四
十
二
名
の

方
が
避
難
を
し
た
。
停
電
や
断

水
な
ど
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
も
遮
断

さ
れ
、
「
こ
ん
な
に
怖
い
思
い

を
し
た
こ
と
は
な
い
」
、
「
ど
う

し
て
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
」

な
ど
、
多
く
の
市
民
の
声
を
聴

い
た
。
そ
こ
で
、
災
害
時
に
は

迅
速
、
的
確
な
対
応
が
求
め
ら

れ
る
。
避
難
所
の
設
備
に
つ
い

て
は
、
情
報
を
い
ち
早
く
知
る

た
め
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
を
設
置

す
べ
き
と
考
え
る
。
ま
た
、
情

報
入
手
や
伝
達
に
使
用
で
き
る

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
避
難
所
な

ど
で
の
充
電
拠
点
も
作
る
べ
き

と
考
え
る
。
停
電
し
た
場
合
は
、

慣
れ
な
い
真
っ
暗
な
場
所
で
の

避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
が
、

そ
の
対
応
に
つ
い
て
答
え
よ
。

危
機
管
理
監

避
難

所
な
ど
の
充
電
に
つ

い
て
は
、
第
一
次
避

難
所
に
は
夜
間
照
明

用
と
し
て
発
電
機
を

設
置
し
て
お
り
、
昼

の
明
る
い
時
間
帯
に

避
難
所
毎
に
ル
ー
ル

を
決
め
て
対
応
す
る

こ
と
が
可
能
で
あ
る

と
考
え
る
。
ま
た
、

携
帯
電
話
会
社
と
連

携
し
、
災
害
時
に
は

充
電
ス
ポ
ッ
ト
を
設

置
し
て
頂
け
る
協
力

体
制
を
確
立
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

―
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て

支
援
に
つ
い
て
―

問

厚
生
労
働
省
の
発
表
に
よ

る
と
、
児
童
虐
待
件
数
は
十
三

万
三
七
七
八
件
で
過
去
最
高
と

な
っ
た
。
虐
待
死
に
至
る
子
ど

も
の
母
親
は
、
妊
婦
健
診
の
未

受
診
が
四
十
七
％
、
育
児
不
安

を
抱
え
て
い
た
の
は
二
十
九
％

に
も
な
り
、
子
育
て
世
代
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
の
役
割
と
し
て
、

妊
娠
期
か
ら
の
切
れ
目
の
な
い

支
援
で
早
期
に
児
童
虐
待
の
芽

を
摘
ん
で
い
く
事
の
重
要
性
は

明
ら
か
で
あ
る
。
今
定
例
会
で
、

産
後
二
回
の
産
婦
健
診
の
補
正

予
算
が
計
上
さ
れ
た
の
は
、
母

親
の
体
だ
け
で
な
く
、
産
後
う

つ
や
虐
待
予
防
と
い
っ
た
精
神

的
な
サ
ポ
ー
ト
が
期
待
さ
れ
、

大
切
な
子
ど
も
の
命
を
守
る
た

め
に
も
高
く
評
価
す
る
が
、
実

施
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

示
せ
。

健
康
部
長

産
婦
健
康
診
査
の

拡
充
に
つ
い
て
は
、
平
成
三
十

一
年
一
月
一
日
以
降
に
出
産
さ

れ
る
方
を
対
象
に
、
健
診
回
数

を
一
回
か
ら
二
回
に
、
ま
た
新

た
に
エ
ジ
ン
バ
ラ
産
後
う
つ
病

質
問
票
を
用
い
て
、
細
や
か
に

精
神
状
態
を
把
握
す
る
こ
と
で
、

産
後
う
つ
の
予
防
、
早
期
支
援

を
図
っ
て
い
く
。

―
東
大
阪
医
療
セ
ン
タ
ー
の

収
支
改
善
に
つ
い
て
―

問

地
方
独
立
行
政
法
人
市
立

東
大
阪
医
療
セ
ン
タ
ー
に
お
け

る
平
成
二
十
九
年
度
の
業
務
実

績
に
関
す
る
評
価
は
、「
全
体
と

し
て
中
期
目
標
・
中
期
計
画
の

達
成
に
は
概
ね
計
画
通
り
進
ん

で
い
る
」
と
の
結
果
で
あ
っ
た
。

昨
年
度
の
評
価
結
果
が
、「
全
体

と
し
て
中
期
目
標
・
中
期
計
画

の
達
成
に
は
や
や
遅
れ
て
い
る
」

で
あ
っ
た
こ
と
に
比
較
す
る
と

改
善
し
て
い
る
と
評
価
で
き
る
。

企
業
体
の
根
幹
と
な
る
収
益
構

造
が
営
業
収
益
百
六
十
三
億
八

千
八
百
万
円
に
対
し
て
、
赤
字

七
億
五
千
二
百
七
十
四
万
円
と

営
業
収
益
に
対
し
て
約
四
・
六

％
と
な
っ
て
い
る
。
中
期
計
画

の
中
で
平
成
三
十
年
度
の
単
年

度
収
支
黒
字
化
、
計
画
期
間
全

体
で
期
間
内
累
積
赤
字
解
消
の

実
現
の
目
途
は
ど
う
か
。
ま
た
、

収
益
改
善
に
効
果
の
あ
り
そ
う

な
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
室
は
、

整
備
す
る
こ
と
で
ど
の
程
度
の

増
益
を
見
込
ん
で
い
る
か
、
そ

し
て
何
年
で
導
入
費
を
償
還
で

き
る
と
見
込
ん
で
い
る
か
。

健
康
部
長

収
支
黒
字
化
の
一

つ
の
指
標
で
あ
る
入
院
患
者
一

日
四
百
九
十
人
、
病
床
利
用
率

九
十
％
を
目
指
し
、
各
診
療
科

で
の
取
り
組
み
も
強
化
し
て
お

り
、
本
年
度
に
お
い
て
は
目
標

を
達
成
し
た
月
も
あ
っ
た
。
こ

れ
を
継
続
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
収
支
改
善
に
繋

が
る
も
の
と
認
識
し
て

い
る
。
ま
た
優
秀
な
医

師
を
継
続
的
に
確
保
す

る
た
め
に
は
優
れ
た
環

境
整
備
も
必
要
と
な
る

こ
と
か
ら
、
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド
手
術
室
の
導
入
や

Ｉ
Ｃ
Ｕ
の
大
幅
な
改
修

を
は
じ
め
、
各
種
医
療

機
器
の
導
入
を
着
実
に

進
め
て
い
る
。
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
手
術
室
の
活
用

に
よ
る
増
収
は
、
年
間

二
億
八
千
五
百
万
円
を
見
込
ん

で
お
り
、
必
要
経
費
を
差
し
引

い
て
も
、
整
備
費
用
の
償
還
に

つ
い
て
は
償
還
期
限
内
に
回
収

で
き
る
と
聞
い
て
い
る
。

―
小
学
校
普
通
教
室
へ
の

空
調
整
備
に
つ
い
て
―

問

市
立
小
学
校
全
五
十
一
校

の
少
人
数
教
室
九
百
八
十
六
教

室
へ
の
空
調
設
備
整
備
事
業

が
、
本
年
度
六
月
定
例
会
に
お

い
て
二
十
八
億
七
千
三
百
万
円

の
補
正
予
算
が
可
決
さ
れ
、
入

札
後
、
平
成
三
十
一
年
三
月
の

議
会
に
お
い
て
議
案
可
決
の

後
、
業
者
と
本
契
約
締
結
と
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
示
さ
れ
て
い

る
。
今
年
七
月
十
七
日
、
愛
知

県
豊
田
市
で
は
、
児
童
が
熱
中

症
で
死
亡
す
る
と
い
う
痛
ま
し

い
事
故
も
発
生
し
て
い
る
。
平

成
二
十
九
年
の
調
査
実
施
か
ら

平
成
三
十
一
年
九
月
、
供
用
開

始
ま
で
の
二
年
半
に
わ
た
る
緻

密
な
計
画
の
も
と
事
業
を
進
め

て
き
て
い
る
が
、
想
定
外
の
こ

と
も
起
こ
っ
て
い
る
。
今
年
は

特
に
猛
暑
が
続
き
、
大
き
な
事

故
が
起
こ
ら
な
い
と
も
限
ら
な

い
状
況
に
あ
る
。
入
札
公
告
か

ら
供
用
開
始
ま
で
の
中
で
何
か

で
き
る
手
法
や
努
力
等
は
な
い

の
か
。

教
育
総
務
部
長

既
に
入
札
参

加
資
格
審
査
を
終
了
し
て
い
る

現
状
の
中
で
、
入
札
そ
の
も
の

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
変
更
は
、
非

常
に
困
難
な
状
況
で
あ
る
。
今

後
ど
の
よ
う
な
対
策
を
と
れ
る

の
か
教
育
委
員
会
内
部
で
十
分

検
討
を
進
め
、
よ
り
よ
い
学
習

環
境
の
整
備
に
努
め
る
。

―
大
阪
北
部
地
震
に
つ
い
て
―

問

職
員
の
通
勤
時
間
帯
で
の

地
震
で
公
共
交
通
機
関
の
遅
延

や
不
通
、
一
部
の
道
路
も
大
渋

滞
に
な
っ
た
と
仄
聞
し
て
い
る
。

本
市
の
危
機
管
理
は
、
十
分
に

機
能
し
た
の
か
。
ま
た
被
災
時
、

他
市
か
ら
の
応
援
職
員
受
入
計

画
が
大
事
で
あ
る
が
、
本
市
の

計
画
は
ど
う
か
。
加
え
て
、
本

市
の
学
校
園
校
舎
や
体
育
館
は
、

耐
震
化
が
進
ん
で
い
る
と
仄
聞

し
た
が
、
学
校
園
非
構
造
部
材

の
耐
震
化
は
進
ん
で
い
る
の
か

答
え
よ
。

危
機
管
理
監

地
震
発
生
当
日

九
時
現
在
で
の
職
員
参
集
状
況

は
四
十
八
・
四
％
の
職
員
が
登

庁
し
て
お
り
、
初
動
期
に
お
け

る
応
急
情
報
収
集
活
動
へ
の
支

障
は
な
か
っ
た
。
ま
た
他
市
か

ら
の
応
援
受
入
計
画
は
、
応
援

を
円
滑
に
受
け
入
れ
る
た
め
、

現
在
「
災
害
時
受
援
計
画
」
の

策
定
中
で
あ
り
、
年
度
内
完
成

を
目
途
に
作
業
を
進
め
て
い
る
。

教
育
総
務
部
長

学
校
施
設
の

非
構
造
部
材
は
、
地
震
時
の
被

害
事
例
が
多
い
体
育
館
の
対
応

を
進
め
て
お
り
、
平
成
二
十
八

年
度
に
サ
ッ
シ
の
改
修
を
完
了

し
て
い
る
。
な
お
、
体
育
館
天

井
の
照
明
器
具
は
、
大
規
模
営

繕
事
業
の
中
で
順
次
改
修
を
実

施
し
て
い
る
。

早期整備が望まれる小学校教室の空調設備

―
災
害
対
策
の
充
実
と
防
災

体
制
の
拡
充
に
つ
い
て
―

問

災
害
時
対
応
の
中
枢
と
も

い
え
る
危
機
管
理
室
の
職
員
が

本
市
は
十
二
人
で
、
同
等
規
模

の
中
核
市
の
姫
路
市
二
十
九
人
、

尼
崎
市
三
十
四
人
等
に
比
べ
少

な
い
。
体
制
の
拡
充
を
図
る
べ

第一次避難所に設置されている発電機と投光器

（
次
頁
へ
つ
づ
く
）

蓮

の

会

公

明

党

代
表
質
問

松
尾

武

個
人
質
問

松
川

啓
子

日

本

共

産

党

代
表
質
問

塩
田

清
人

個
人
質
問

市
田

綾
乃

大

阪

維

新

の

会

代
表
質
問

大
坪

和
弥

個
人
質
問

笹
谷

勇
介

自
主
防
災
組
織
支
援
と
避
難
所
運
営
の
充
実
で
防
災
対
策
の
更
な
る
強
化
を
!

Ｒ
Ｗ
Ｃ
開
催
な
ど
で
の
市
全
域
の
活
性
化
、
産
前
産
後
ケ
ア
、
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

市
民
の
安
全
安
心
を
最
優
先
し
た
市
政
を
!

危

険

・

雨

漏

り

な

ど

学

校

施

設

の

抜

本

改

修

を

"

『
子
ど
も
達
を
守
れ
!
空
調
設
備
整
備
工
事
の
前
倒
し
を
要
求
す
る
!
』

『
東
大
阪
医
療
セ
ン
タ
ー
の
赤
字
解
消
は
で
き
る
の
か
!

』

（４）第１９９号東 大 阪 市 議 会 だ よ り平成３０年１１月１５日（５）


